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 マラッカ海峡でのクロロフィル a には季節変動が見られた。北マラッカ海峡のクロロフィ
ル aは、冬季モンスーン時は、夏季モンスーン時の約 2倍に増加していた。南マラッカ海峡
では、555nm の海面射出輝度（nLw555）の高い海域で、海色センサーSeaWiFS の OC4 アルゴ



























ィル aと nLw551 から、津波前後の変化を解析した。津波により海水中の懸濁物濃度が
高められ、クロロフィル a濃度が過大評価されていたことがわかった。しかし、北マ
ラッカ海峡の湧昇域のクロロフィル aには津波による変化が認められなかった。この
湧昇域のクロロフィル a ブルームは、北東からのモンスーンに駆動された。津波によ
る海岸の侵食被害の大きかった西スマトラ沿岸部では、懸濁物の流出が観測された。 
 この研究により海色リモートセンシングによる海況モニタリングの有用性が証明さ
れた。また、海色リモートセンシングは津波の影響を評価するための有用な手段であ
ることを示した。この研究における新しい結果が、東インド海域での海洋資源と沿岸
水域の効率的な管理を可能にすることが期待される。これらの結果は海洋環境の長期
的なモニタリングにリモートセンシングと現場観測のいずれもが必要であることを示
している。 
 
